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理科で育成すべき資質・能力が「三つの柱」で整理されました。

， 。理科の見方・考え方を働かせて 資質・能力を育成します

理科の「見方」について理

理科の「考え方」について理

中学校理科改訂のポイント

今回の改訂では，生徒が「理科の見方・考え方」を働かせながら探究の過程を通して，資

質・能力を育成することを目指しています。その際，教師が，主体的・対話的で深い学びの

視点で授業を改善していくことが重要です。そのポイントについて，五つにまとめました。

ポイント１：資質・能力

ポイント２：理科の見方・考え方

これまでゴールと

されていた「科学的

」 ，な見方や考え方 が

探究の過程において

自在に生徒自身が働

かせる 視点 や 考「 」 「

として位置付え方」

けられました。



「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業を改善していきます。

３年間で計画的に資質・能力を育成します。

内容の系統性を考慮するとともに，資質・能力の育成を図る学習

活動が効果的に行われるようにしました。

【内容の取扱いの程度について】

中学校学習指導要領解説理科編の文末に着目すれば，

内容の取扱いの程度が分かります。

○ 改善・充実した主な内容

【第１分野】

○ 第３学年に加えて，第２学

年でも放射線に関する内容を

扱う。

【第２分野】

○ 全学年で，自然災害に関す

る内容を扱う。

○ 第１学年で，生物の分類の

仕方に関する内容を扱う。

※ この他に校種，学年間で移

行した内容もあります。

ポイント４：主に重視する探究の学習過程

ポイント５：内容について

ポイント３：主体的・対話的で深い学び



（ ）理 科 中学校

今回の中学校理科の改訂の要点は何ですか。Ｑ１

Ａ１
○ 理科で育成を目指す資質・能力を育成するために，自然の事物・現象に進んで関わり，

見通しをもって観察，実験を行い，その結果を分析して解釈するなどの科学的に探究

する学習を充実させました。

○ 理科を学ぶことの意義や有用性の実感，理科への関心を高めるために，日常生活や

社会との関連を重視しました。

１ 理科の目標と内容の示し方の改善

(1) 目標について

を通して資質・能力を育成するのかを示し，それを受けて育成を目指すどのような学習過程

「知識及び技能 「思考力，判断力，表現力等 「学びに向かう力，人間性等」資質・能力を 」， 」，

に沿って整理し，改善を図りました。

(2) 内容について

育成を目指す資質・能力のうち「知識及び技能」と「思考力，判断力，表現力等」を相互に

関連付けながら育成できるように改善を図りました。

なお 「学びに向かう力，人間性等」については，第１分野，第２分野の「目標」にそれぞ，

れ示してあります。

(3) 「見方・考え方」について

従来は「科学的な見方や考え方」の育成を目標として，資質・能力を包括するものとして示

していました。

「見方・考え方」は，資質・能力を育成する過程で働く物事を捉える視点や今回の改訂では

として示しています。考え方

２ 学習内容の改善

自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解，科学的に探究するために必要な観察，実

験などに関する技能などを無理なく身に付けていくためには， するとと学習内容の系統性を考慮

もに， ようにすることが大切です。資質・能力の育成を図る学習活動が効果的に行われる

この観点から学習内容を見直し， したり， したりして，学習一部を他の学年等へ移行 整理統合

内容の改善を図りました。

３ 指導の重点等の提示

中学校の３年間を通じ生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図り，

て理科で育成を目指す資質・能力の育成 「知識及び技能」にはどのように知識及びを図るため，

を含めて示し も含技能を身に付けるか 「思考力，判断力，表現力等」には重視する学習の過程，

めて示しています。
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（ ）理 科 中学校

中学校理科の目標は，どのように改善されたのですか。Ｑ２

（ ， ， ） 。Ａ２ 中学校理科で育成すべき資質・能力が三つの柱 (1) (2) (3) で整理されました

生徒が自然の事物・現象に進んで関わり，問題を見いだし見通しをもって観察，実験

を行うなど自ら学ぶ意欲を重視した表現となっています。

＜理科の目標＞

新学習指導要領 現行学習指導要領

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見 自然の事物・現象に進んで

通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・ かかわり，目的意識をもって

現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育 観察，実験などを行い，科学

成することを目指す。 的に探究する能力の基礎と態

(1) 自然の事物・現象についての を深め，科学的に探究する 度を育てるとともに自然の事理解

ために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付け 物・現象についての理解を深

るようにする。 め，科学的な見方や考え方を

(2) 観察，実験などを行い，科学的に を養う。 養う。探究する力

科学的に探究しようとす(3) 自然の事物・現象に進んで関わり，

を養う。る態度

１ 目標の示し方について

(1)中学校理科全体のねらいを述べた教科の目標を，育成を目指す「資質・能力」の柱である

「知識及び技能 ，(2)「思考力，判断力，表現力等 ，(3)「学びに向かう力，人間性等」に沿」 」

あります。って明確に示して

２ 高等学校理科との接続について

「探究する能力の基礎」を「科学的に探究するために必要な資質・能力」とし，科学的従前の

し，高等学校理科との円滑な接続を図っています。に探究する活動をより一層重視

３ 分野の目標について

第１分野，第２分野とも，以下の三つの柱から成り立っています。

(1) 自然の事物・現象についての観察，実験などを行い，それらに関する や，科学的に探究知識

するために必要な を身に付ける。観察，実験の技能

(2) 自然の事物・現象に関わり，それらの中に問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを

科学的な思行い，その結果を分析して解釈し表現するなど，科学的に探究する活動を通して，

する。考力，判断力，表現力等を育成

科学的に探究しようとする態度 生命の尊重，自然環境(3) 自然の事物・現象に進んで関わり， や

を育て，更には自然を総合的に見ることができるようにする。の保全に寄与する態度
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４ 育成したい資質・能力について

(1) 知識及び技能について

自然の事物・現象に対す自然の事物・現象についての観察，実験などを行うことを通して，

る概念や原理・法則の理解を図るとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに

します。関する基本的な技能を育成

○ 留意事項

科学を学ぶ楽しさや有用性を実感 生徒がア 日常生活や社会との関わりの中で， しながら，

が大切です。自らの力で知識を獲得し，理解を深めて体系化していくようにすること

イ 観察，実験などに関する基本的な技能は， 身に付けることが大切で探究の過程を通して

す。

(2) 思考力，判断力，表現力等について

自然の事物・現象の中に問題を見いだし， 観察，実験などを行い，得られた見通しをもって

結果を分析して解釈するなどの活動を行うことで育成します。

○ 学年ごとの重点活動

３年間を通じて科学的に探究する力の育成を図ります。

ア 第１学年：自然の事物・現象に進んで関わり，それらの中から問題を見いだす活動

イ 第２学年：解決する方法を立案し，その結果を分析して解釈する活動

ウ 第３学年：探究の過程を振り返る活動

(3) 学びに向かう力・人間性等について

生徒の学習意欲を喚起し，生徒が自然の事物・現象に進んで関わり，主体的に探究しようと

を育成します。する態度

○ 留意事項

ア 自然体験の大切さや，日常生活や社会における科学の有用性を実感できるような場面を

設定することが大切です。

イ 主体的に探究する活動を通して，自然の美しさ，精妙さ，偉大さを改めて感得し，自然

についての理解を深め，新たな課題を見いだそうとするなど，生徒の感性や知的好奇心な

どを育むことが大切です。

人間が自然と調和しながら持ウ 自然環境の保全や科学技術の利用に関する問題などでは，

続可能な社会をつくっていくため，身の回りの事象から地球規模の環境までを視野に入れ

必要がありて，科学的な根拠に基づいて賢明な意思決定ができるような態度を身に付ける

ます。
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（ ）理 科 中学校

「理科の見方・考え方」は，どのように捉えたらよいですか。Ｑ３

「理科の見方」とは，自然の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的なＡ３
関係などの科学的な視点で捉えることです 「理科の考え方」とは，比較したり，関係。

付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えることです。

１ 理科の「見方」

これらの特徴的な視点は，それぞれの領域固有＜理科の見方＞

領域 視点 のものではなく，他の領域においても用いられる

主として な視点 視点です。また，これら以外の視点もあります。エネルギー 量的・関係的

主として な視点 探究の過程においては，これらの視点を必要に粒 子 質的・実体的

主として の視点 応じて組み合わせて用います。生 命 共通性・多様性

主として な視点地 球 時間的・空間的

２ 理科の「考え方」

＜理科の考え方＞

考え方 捉え方

複数の
比較する

複数の自然の事物・現象を対応させ比べることである。比較には，

したり， したりすることなどがある。ものを同時に比較 時間的な前後で比較

。 ，自然の事物・現象を様々な視点から結び付けることである 関係付けには

関係付ける 変化とそれに関わる要因を結び付けたり，既習の内容や生活経験と結び付け

することなどがある。たり

自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因について，その要因が

条件を制御する 変化させる要因と変化させない要因を区別す影響を与えるかを調べる際に，

ということである。る

自然の事物・現象を ことである。多面的に考える 複数の側面から考える

この「理科の『考え方 」は小学校学習指導要領解説理科編に示されているものです。中学校』

でも，このような考え方を自由自在に働かせ，探究の過程全体の中で生徒が主体的に遂行できる

ようにすることを目指すとともに，生徒が常に知的好奇心をもって身の回りの自然の事物・現象

に関わるようになることや，その中で得た気付きから課題を設定することができるようになるこ

とを重視すべきです。

資質・能力となお，この「考え方」は，物事をどのように考えていくのかということであり，

。しての思考力や態度とは異なります

３ 留意点

順序性のあるも「見方・考え方」は，まず「見方」があって，次に「考え方」があるといった

。また 「見方」と「考え方」は別々に分けて捉えるとか一体となって捉えるのではありません ，

とかということではなく 「 ことが大事です。， 見方・考え方」を自在に生徒自身が働かせる
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（ ）理 科 中学校

内容構成は，どのように変わったのですか。Ｑ４

従前と同じように「エネルギー 「粒子 「生命 「地球」などの科学の基本的なＡ４ 」， 」， 」，

概念等を柱として構成し，科学に関する基本的概念の一層の定着を図るようにしてい

ます。しかし，科学に関する基本的概念を細分化した部分では，名称が具体的になっ

たり，統合されたりしています。

＜内容の構成 新旧比較表＞

概 念 新学習指導要領 現行学習指導要領

エネルギーの エネルギーの見方捉え方
エネルギーの変換と保存 エネルギーの変換と保存エネルギー
エネルギー資源の有効利用 エネルギー資源の有効活用

粒子の存在 粒子の存在
粒子の結合 粒子の結合

粒 子
粒子の保存性 粒子の保存性
粒子のもつエネルギー 粒子のもつエネルギー

生物の構造と機能 生物の構造と機能
生物の多様性と共通性

生 命
生命の連続性 生命の連続性
生物と環境の関わり 生物と環境のかかわり

地球の 地球の内部内部と地表面の変動
地球の 地球の表面地 球 大気と水の循環
地球と 地球の周辺天体の運動

１ 改善点等について

四つの科学の基本的概念等は， とともに，小学校，中学校，高等学校の一貫性に十分配慮する

育成を目指す資質・能力，内容の系統性の確保，国際的な教育の流れなどにも配慮して内容の改

善や充実を図りました。

２ 改善・充実した主な内容

(1) 第１分野

○ に関する内容（ ）放射線 第２，３学年

(2) 第２分野

○ に関する内容（ ）自然災害 全学年

○ に関する内容（ ）生物の分類の仕方 第１学年

３ 移行した主な内容

(1) 第１分野

○ （小学校第６学年から へ移行）電気による発熱 第２学年

○ （第１学年から へ移行）圧力 第２学年第２分野，第３学年

(2) 第２分野

○ （第１学年から へ移行）葉・茎・根のつくりと働き 第２学年

○ （第２学年から へ移行）動物の体の共通点と相違点 第１学年

○ （第２学年から へ移行）生物の種類の多様性と進化 第３学年

○ （第３学年から へ移行）自然の恵みと火山災害・地震災害 第１学年

○ （第３学年から へ移行）自然の恵みと気象災害 第２学年
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（ ）理 科 中学校

第１分野の目標は，どのように設定されたのですか。Ｑ５

物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力Ａ５
を育成することを目指し，設定されています。

理科の目標を受けて示しているものであり，第１分野の特質に即して，ねらいをより具体的

に述べています。

１ 目標(1)「知識及び技能」

， ， ，(1) 物質やエネルギーに関する事物・現象についての観察 実験などを行い 身近な物理現象

電流とその利用，運動とエネルギー，身の回りの物質，化学変化と原子・分子，化学変化と

理解する 認識イオンなどについて とともに，科学技術の発展と人間生活との関わりについて

ようにする。また，それらを科学的に探究するために必要な観察，実験などに関すを深める

る ようにする。基本的な技能を身に付ける

目標(1)は，理科の目標の「自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする」を受けて物質やエネル

事物・現象について理解するとともに，科学的にギーに関する観察，実験などを行い，それらの

というねらいを示して探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける

います。

２ 目標(2)「思考力，判断力，表現力等」

問題を見いだし見通しをも(2) 物質やエネルギーに関する事物・現象に関わり，それらの中に

，その など，科学的に探究する活って観察，実験などを行い 結果を分析して解釈し表現する

動を通して， を養う。規則性を見いだしたり課題を解決したりする力

目標(2)は，理科の目標の「観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う」を受けて，

小学校で身に付けた問題を見いだす力や根拠のある予想や仮説を発想する力などを発展させ，物

質やエネルギーに関する事物・現象について規則性を見いだしたり，課題を解決したりする方法

というねらいを示しています。を身に付け，思考力，判断力，表現力等を養う

３ 目標(3)「学びに向かう力・人間性等」

(3) 物質やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり， を科学的に探究しようとする態度

養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。

目標(3)は，自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う」を受

けて，物質やエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり，自然を科学的に探究しようとする

自然を総合的に見ることができ態度を養うとともに，理科の学習で得た知識及び技能を活用し，

というねらいを示しています。るようにする
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（ ）理 科 中学校

第１分野の内容は，どのように変わったのですか。Ｑ６

第３学年に加えて，第２学年でも「放射線」を扱ったり 「電気による発熱」が小学Ａ６ ，

校第６学年から第２学年に移行してきたり，第１学年で扱っていた 圧力 が第３学「 」

年や第２学年の第２分野に移行したりしています。

１ 第１学年で変更された内容

○ 身近な物理現象

・ 力の働き（第３学年「運動とエネルギー」から移行）

物体に働く２力についての実験を行い， 理解させま力がつり合うときの条件を見いだして

す。

２ 第２学年で変更された内容

○ 電流とその利用

・ 電気とそのエネルギー（小学校第６学年「Ａ 物質・エネルギー」から移行）

ことを，電熱線の抵抗と関連させて理解さ電熱線の太さによって，電熱線の発熱が変わる

せます。

・ 静電気と電流

透過性などの性質をも真空放電と関連させてＸ線にも触れるとともに，Ｘ線と同じように

させます。つ放射線が存在し，医療や製造業などで利用されていることを理解

３ 第３学年で変更された内容

○ 運動とエネルギー

・ 水中の物体に働く力（第１学年「身近な物理現象」から移行）

水圧についての実験を行い，その結果を水の重さと関連付けて理解 水中させます。また，

ことを知ります。浮力は，物体の上面と下面の水圧の差から定性にある物体には浮力がある

的に捉えさせます。

・ 力の合成・分解（第１学年「身近な物理現象」から移行）

力の合成と分解についての実験を行い，合力や分力の規則性を理解させます。

○ 科学技術と人間

・ 様々な物質とその利用（第１学年「身の回りの物質」から移行）

木材，絹など天然の物質とプラスチック，合成繊維など人工的につくられた物質を取り上

げ，日常生活や社会で，幅広く利用されて私たちの豊かな生活を支えていることを理解させ

ます。

その際， 。例えば，ポリプラスチックに関しては，その性質，用途などについて触れます

エチレン（PE）ではつくりに触れ，ポリエチレンテレフタラート（PET）では有効な利用に

ついて学習することなどが考えられます。

４ 安全面への配慮事項

各内容の最後の「なお書き」の部分に，事故防止について書かれているので，それを参考に安

全面に配慮していくことが大切です。
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（ ）理 科 中学校

第２分野の目標は，どのように設定されたのですか。Ｑ７

生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成Ａ７
。することを目指し，設定されています

理科の目標を受けて示しているものであり，第２分野の特質に即して，ねらいをより具体的

に述べています。

１ 目標(1)「知識・技能」

(1) 生命や地球に関する事物・現象についての観察，実験などを行い，生物の体のつくりと働

理解き，生命の連続性，大地の成り立ちと変化，気象とその変化，地球と宇宙などについて

する 基本的な技能を身にとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する

ようにする。付ける

目標(1)は，理科の目標の「自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする」を受けて，生命や地球

事物・現象について理解するとともに，科学的に探究に関する観察，実験などを行い，それらの

というねらいを示していまするために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付ける

す。

２ 目標(2)「思考力・判断力・表現力等」

問題を見いだし見通しをもって観(2) 生命や地球に関する事物・現象に関わり，それらの中に

，その など，科学的に探究する活動を通察，実験などを行い 結果を分析して解釈し表現する

して， とともに を養う。多様性に気付く 規則性を見いだしたり課題を解決したりする力

目標(2)は，理科の目標の「観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う」を受けて，

生小学校で身に付けた問題を見いだす力や根拠のある予想や仮説を発想する力などを発展させ，

命や地球に関する事物・現象について多様性に気付くとともに規則性を見いだしたり，課題を解

というねらいを示しています。決したりする方法を身に付け，思考力，判断力，表現力等を養う

３ 目標(3)「学びに向かう力・人間性等」

生命(3) 生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度と，

とともに，自然を総合的に見ることができを尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う

るようにする。

目標(3)は 「自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う」，

， ， ，を受けて 生命や地球に関する事物・現象に進んで関わり 自然を科学的に探究する活動を行い

科学的に探究しようとする態度を養うとともに，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度

を育て， というねらいを示しています。自然を総合的に見ることができるようにする
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（ ）理 科 中学校

第２分野の内容は，どのように変わったのですか。Ｑ８

全学年で自然災害に関する内容を扱ったり，第１学年で生物の分類の仕方に関するＡ８
内容を扱ったりしています。また，第１学年の第１分野で扱っていた「圧力」が第２

学年の第２分野に移行しています。

１ 第１学年で変更された内容

○ いろいろな生物とその共通点

外部形態の観察を通して 体のつく・ 第１学年では，植物と動物のそれぞれについて， ，主に

させます。りの共通点と相違点を見いだして分類させることで理解

・ 生物の特徴と分類の仕方（新設）

いろいろな生物を比較して見いだした共通点や相違点を基にして分類できることを理解さ

せるとともに，分類の仕方の基礎を身に付けさせます。

・ 動物の体の共通点と相違点（第２学年「動物の生活と生物の変遷」から移行）

身近な動物の の観察を行い，その観察記録などに基づいて，共通点や相違点があ外部形態

動物の体の基本的なつくり 共通点や相違ることを見いだして， を理解させます。また，その

ことを見いだして理解させます。点に基づいて動物が分類できる

○ 大地の成り立ちと変化

・ 自然の恵みと火山災害・地震災害（第３学年「自然と人間」から移行）

について調べ，こ自然がもたらす恵み及び火山災害と地震災害

れらを させます。火山活動や地震発生の仕組みと関連付けて理解

２ 第２学年で変更された内容

○ 生物の体のつくりと働き

内部形態の観察や実験を通して体のつくり・ 第２学年では，植物と動物のそれぞれについて

させます。と働きを関連づけて理解

・ 葉・茎・根のつくりと働き（第１学年「植物の生活と種類」から移行）

植物の葉，茎，根のつくり つくりと，光についての観察を行い，それらの

させます。合成，呼吸，蒸散の働きに関する実験の結果とを関連付けて理解

○ 気象とその変化

・ 気象要素（第１分野第２学年「身近な物理現象」から移行）

気象要素として，気温，湿度，気圧，風向などを理解させます。また，気圧を取り上げ，

圧力についての実験を行い， ことを見いだして理解さ圧力は力の大きさと面積に関係がある

せるとともに， させます。大気圧の実験を行い，その結果を空気の重さと関連付けて理解

・ 自然の恵みと気象災害（第３学年「自然と人間」から移行）

について調べ，これ気象現象がもたらす恵みと気象災害

らを させます。天気の変化や日本の気象と関連付けて理解

３ 第３学年で変更された内容

○ 生命の連続性

・ 生物の種類の多様性と進化（第２学年「動物の生活と生物の変遷」から移行）

現存の多様な生物は過去の生物が長い時間の経現存の生物及び化石の比較などを通して，

させます。過の中で変化して生じてきたものであることを体のつくりと関連付けて理解
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（ ）理 科 中学校

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善について，どのＱ９

。ようなことに取り組めばよいですか

「主体的・対話的で深い学び」は授業改善の視点です。新しい指導方法を導入しなければＡ９
ならないということではありません。資質・能力の育成に向けて，単元など内容や時間

のまとまりを見通しながら，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行う

ことが重要です。

＜学びごとの授業改善の視点＞

学び 授業改善の視点（例）

， ，○ 自然の事物・現象から問題を見いだし 見通しをもって課題や仮説の設定をしたり

観察，実験の計画を立案したりする学習となっているか。

○ 観察，実験の結果を分析し解釈して仮説の妥当性を検討したり，全体を振り返って主体的

改善策を考えたりしているか。な学び

○ 得られた知識及び技能を基に，次の課題を発見したり，新たな視点で自然の事物・

現象を把握したりしているか。

○ 課題の設定や検証計画の立案，観察，実験の結果の処理，考察などの場面では，あ
対話的

らかじめ個人で考え，その後，意見交換したり，科学的な根拠に基づいて議論したり
な学び

して，自分の考えをより妥当なものにする学習となっているか。

○ 「理科の見方・考え方」を働かせながら探究の過程を通して学ぶことにより，理科

で育成を目指す資質・能力を獲得するようになっているか。深い
○ 様々な知識がつながって，より科学的な概念を形成することに向かっているか。学び
○ 新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を，次の学習や日常

生活などにおける課題の発見や解決の場面で働かせているか。

※ 「深い学び」の視点に関しては，学びの深まりの鍵になるのが「理科の

見方・考え方 （Ｐ４）です。この見方・考え方を探究の過程の中で働か」

せることを通じて，より質の高い深い学びにつなげることが重要です。

１ 主体的・対話的で深い学びを行う場面の設定

主体的・対話的で深い学びは，必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではあ

りません。 ，以下のような視点で場面を設定します。単元など内容や時間のまとまりの中で

見通しを立てたり 振り返った 自○ 主体的に学習に取り組めるよう学習の 学習したことを りして

をどこに設定するか。身の学びや変容を自覚できる場面

○ 対話によって をどこに設定するか。自分の考えなどを広げたり深めたりする場面

○ 学びの深まりをつくりだすために， をどのように組み生徒が考える場面と教師が教える場面

立てるか。

２ 理科の学習過程の特質を踏まえた学習活動

理科の見方・主体的・対話的で深い学びの実現に向けては，理科の学習過程の特質を踏まえ，

考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う 科学的に探究する学習活動の充実ことなどの

を図ります。
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（ ）理 科 中学校

科学的に探究する力や態度の育成を図るためには，どのようなことＱ10

に配慮すればよいですか。

観察，実験，野外観察を重視するとともに，地域の環境や学校の実態を生かし，自Ａ10
然の事物・現象についての基本的な概念の形成及び科学的に探究する力と態度の育成

が段階的に無理なく行えるよう配慮します。

１ 観察，実験の重要性

理科の学習は，自然の事物・現象を生徒が自ら調べ事実を確認することから始まります。

生徒は， ，自ら問題を見いだしたり，適切な実験自然の事物・現象への直接的な取組を通して

， ， 。を計画したり 実験を工夫して行ったり 実験の結果について自らの考えを導き出したりします

また，それを表現することで自分の考えを確認したり自然の事物・現象をよりよく理解できた

りするようになります。

以上のことから，理科の学習において，観察，実験は極めて重要といえます。

２ 野外観察の重要性

生徒は， ことによって自然の営みや自然の偉大さを感じ取り，自然自然に直接触れる

に対する興味・関心を高めることができます。

また， こと自然を直接観察し，自然の事物・現象の中から生徒自身で問題を見いだす

により，探究する活動を意欲的なものとすることがでできます。

生徒の生活の場である地域のその際，野外での探究する活動を効果的なものとするためには，

ことが重要となります。自然環境の実態をよく把握し，その特性を十分に生かす

３ 科学的に探究する活動

(1) 科学的に探究する活動とは

課題の設定 実験の計画と実施 器具などの操作 記録 データの処理 モデ， ， ， ， ，

， などの一連の活動が科学的に探究する活動といえます。ルの形成 規則性の発見

(2) 科学的に探究する力や態度を育成するために

，具体的な問題に取り組み，それを実科学的に探究する力は一挙に獲得できるものではなく

現性，再現性，客観性などといった条件を検討する手続きを重視しながら解決していく活動を

通して身に付けていくものです。

見通しをもって観察，実験を行い，得られたデータを分析して解釈し，適切な判断を行うよ

うな経験をさせることが重要です。

また，判断に当たっては， ように指導科学的な根拠を踏まえ，論理的な思考に基づいて行う

する必要があります。

４ 科学の基本的な概念の形成

理科の学習では，生徒が自然の事物・現象について理解を深め，知識を体系化するため，科学

自然の事物・現象におの基本的な概念を身に付けさせることが大切です。この基本的な概念は，

。ける規則性を生徒が発見していくことによって徐々に育てられていきます

， ，学習指導要領の内容項目の中には 基本的な概念を支えているいろいろな概念が含まれており

自然の事物・現象を探究していく中で，生徒一人一人の中に科学の基本的な概念が形成されてい

生徒が観察，実験に主体的に取り組めるようにして，科学の基本的な概念の形成を図るきます。

となります。ことが重要
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（ ）理 科 中学校

障害のある生徒への指導について，どのようなことに配慮すればよＱ11

いですか。

障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さが異なることＡ11
を留意し，理科における配慮例を参考にしながら個々の生徒の困難さに応じた指導内

容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行うことが大切です。

発達障害を含む に，全ての教科等にお障害のある生徒が在籍している可能性があることを前提

いて，一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう，障害種別の指導の

工夫のみならず，各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図，

手立てを明確にすることが重要です。

＜障害のある生徒などの困難さ＞

見えにくさ，聞こえにくさ，道具の操作の困難さ，移動上の制約，健康面や安全面での制約，

発音のしにくさ，心理的な不安定，人間関係形成の困難さ，読み書きや計算等の困難さ，注意の

集中を持続することが苦手であること

＜学習活動を行う場合に生じると考えられる困難さと配慮の例＞

困難さ 理科における配慮

○ 実験を行う活動において，実験の手順や方 ○ 学習の見通しがもてるよう実験の操作手順

法を理解することが困難である場合 を具体的に明示したり，扱いやすい実験器具

を用いたりするなど。

○ 燃焼実験のように危険を伴う学習活動にお ○ 教師が確実に様子を把握できる場所で活動

いて，危険に気付きにくい場合 させるなど。

１ 個別の指導計画

し，必要な配慮を記載し， し個別の指導計画を作成 他教科等の担任と共有

たり， だりすることが必要です。翌年度の担任等に引き継い

２ 学習内容の変更や学習活動の代替

学習内容の変更や学習活動の代替を安理科の目標や内容の趣旨，学習活動のねらいを踏まえ，

するとともに，生徒の する必要がありま易に行うことがないよう留意 学習負担や心理面にも配慮

す。
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（ ）理 科 中学校

生命の尊重と自然環境の保全について，どのような指導を行えばＱ12

よいですか。

生命や自然環境を扱う第２分野の学習で，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与すＡ12
る態度を育成するようにします。

１ 「生命の尊重」について

生物の や ，生物や生命現象についての ，生物のつくりと働き飼育 栽培 観察，実験などを通して

の精妙さを認識させ，かけがえのない生命の尊さを感じさせるようにします。

また，このような体験を通して ようにしま生命に対する畏敬の念や生命を尊重する態度を培う

す。

(1) 生命に関する関心

科学技術の進歩による今日的な課題（遺伝子組換え技術やDNA増幅技術，食物の安全性の確

保，生命倫理など）にも触れながら， ，生命を尊重する態度がよ日頃から生命に関心をもたせ

り確かなものになるように指導することが重要です。

(2) 動植物の採集

野外で動物や植物を採集する場合には，必要最小限にとどめるなど， こと生態系に配慮する

できるだけ傷害を加えないようにする配慮が必要です。また，昆虫や動物を観察する際には，

が必要です。

(3) 動物の飼育

動物を飼育する場合には，その動物に適した生活環境を整え，健康状態の

変化などに十分留意します。

(4) 動物の解剖

事前にその意義を十分に説明し，こうした機会を大切にしなイカなどを解剖する場合には，

。その際，生がら真摯に多くのことを学習しようとする態度や生命を尊重する態度を育てます

徒の心情にも配慮し，事後には ことが重要です。生物を粗末に扱うことがないようにさせる

２ 「自然環境の保全」について

今後永続的に人間が地球で様々な生物と共存していくためには，自然と人間と

の生活との関わりを正しく認識させることが大切です。

(1) 自然や科学技術と人間との関わり

自然や科学技術と人間との関わりについて ，自科学的な根拠に基づき考察することを通して

然環境の保全の重要性を認識させることはもとより，それに実際に寄与する態度を育てること

が大切です。

(2) 自然環境のつり合い

自然環境が一定生物とそれを取り巻く自然について，地球全体の在り方なども考えながら，

ことを理解させることが重要です。のつり合いを保って成り立っている
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（ ）理 科 中学校

自然災害は，どのように取り扱えばよいですか。Ｑ13

第２分野の第１学年「大地の成り立ちと変化 ，第２学年「気象とその変化 ，第３Ａ13 」 」

学年「自然と人間」において，自然災害を扱います。

第１，２学年では，自然災害について調べさせた上で，発生の仕組みを既習内容と

関連付けて理解させます。

， ， ， ，第３学年では 地域の自然災害を調べ 大地の変化の特徴を理解し 自然を多面的

総合的に捉え，自然と人間との関わり方について，科学的に考察して判断する能力や

態度を身に付けさせます。

１ 第１，２学年で取り上げる自然災害と学習の例

(1) 大地の成り立ちと変化

ア 火山災害

○ ハザードマップなどから，集落や田畑，森林などに を読み取らせます。予想される被害

○ 噴火警戒レベルを取り上げ，火山活動の状況から， などを人命に危険を及ぼす火山現象

理解させます。

イ 地震災害（津波）

地震の規模 震源の位置，沿岸の地形の特徴○ 発生の基となる や，

を整理させます。と被害の関係

(2) 気象とその変化

ア 気象災害（台風）

○ 被害をもたらした を取り上げるとともに，台過去の台風の特徴

風の進路に基づいて を整理させます。強風や高潮などによる災害の発生した状況

イ 気象災害（洪水）

各種情報や警報 洪水の記録や資料などか○ 気象庁が発表する などを取り上げるとともに，

などを整理させます。ら災害を起こした大雨，融雪などの特徴，浸水地域と土地の特徴

２ 第３学年 自然と人間「地域の自然災害について」の学習の例

地域の自然災活断層の存在，津波の痕跡や資料，火山灰の分布，洪水の痕跡などを基にして，

害を調べ，生じた自然現象と被害との関係を認識 被害を最させ，ハザードマップなどを基にその

小限にくい止める方法を考察 学習の成果を発表したさせるような学習が考えられます。その際，

を設けることも考えられます。り話し合ったりする機会

３ 活用できる機関，情報

(1) 活用できる機関

大学などの防災研究機関，気象庁，地方の気象台，図書館，博物館，

科学館，ジオパークなど。

(2) 活用できる情報

空中写真や衛星画像，情報通信ネットワークを通して得られる多様な情報など。
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（ ）理 科 中学校

移行措置はどうなるのですか。Ｑ14

平成31年度，32年度で学習内容が異なります。下の表を参考にして未履修がないよＡ14
うに注意してください。

１ 平成31年度の移行措置内容

現行学習指導要領に追加 現行学習指導要領から省略
学 分野
年 項目 内容 項目 内容

１ 力の働き ２力のつり合い 圧力 水圧

１ 自然の恵みと
２ 火山活動と火成岩 火山災害・地震災害

２ 平成32年度の移行措置内容

現行学習指導要領に追加 現行学習指導要領から省略
学 分野
年 項目 内容 項目 内容

１ 力の働き ２力のつり合い 圧力

植物の生活と種類 動物の仲間 葉・茎・根のつくりと働き
１

２ 自然の恵みと
火山と地震

火山災害・地震災害

１ 静電気と電流 放射線の性質と利用
２

２ 日本の気象 自然の恵みと気象災害 生物の変遷と進化

， 。※ 追加になった指導内容については 教科書に準拠した補助教材が生徒に配布される予定です
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